












【実験方法】DBP1株（pyrF, bpsA）は超好熱菌 T. kodakarensis の KU216株（pyrF）から分岐型ポ
リアミン合成酵素遺伝子 bpsA を欠損させて構築された。今回、DBP1株（pyrF, bpsA）からキチナー








型ポリアミンが関与しているかどうかを、KU216 株及び DBP1 株の生育特性解析を行い検証した。ま
















結果より、分岐型ポリアミンは、超好熱菌 T. kodakarensis の細胞内において、高温下で翻訳だけでな
く、転写に関与することで遺伝子発現を制御していることが考えられる。 
